
１．研究主題 

「自分の考えを表現できる児童の育成」 

～数学的な見方・考え方を働かせられる授業づくり～ 

 

Ⅰ．研究の概要 
平成 31年 4 月 10 日 研究推進委員会 

辻本 佳純 

  

 

   
 

２．主題設定の理由 
情報化やグローバル化、ＡＩの進歩等の社会的変化に伴い、学習指導要領が改訂され、全面実施を目前に

控えている。教育現場では、児童が何をどのように学び、どんな力をつけたらよいのかを日々検討する教員

の姿がある。 
本校では、校内研究として平成２９年度に様々な教科で「関わり」を意識した授業づくりを行ってきた。

課題として、自分の考えを相手にわかりやすく伝えることができない児童が多いことが分かった。そこで、

平成３０年度は研究主題を「自分の考えを表現できる児童の育成」とし、算数科を通した研究の中で目指し

た。児童は、既習事項を活用しながら答えを導き出したり、図や数直線等を用いて考え、それを伝えたりす

ることができるようになってきた。 

 しかし、まだそれは一部の児童に過ぎず、十分とは言えない。なかなか自分の考えをもつことのできない

児童も複数いた。また、テストの「考え方」に該当する問題や発展問題の正答率は低く、既習事項を活用し

て解くということが頭で分かっていても、それが実際にできる児童は少ない現状がある。 

 その課題解決に向けて、「数学的な見方・考え方」に着目する。小学校学習指導要領解説算数編では、「数

学的な見方・考え方」について、「事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え、根拠を基に筋

道を立てて考え、統合的・発展的に考えること」と記述されている。授業の中で考える場面において、どの

児童も自分なりの考えをもち、それをノートに書き表したり発表したりする力を育むには、「数学的な見方・

考え方」を働かせられるような授業を創造していくことが重要であると考え、今年度の副題を設定した。 

それを受けて本校では、「数学的な見方・考え方」を働かせることは、「児童が問題を解く際に、今までの

経験や学習から得た知識を生かして、解決の方向性を見出し、問題を解く際の論理をまとめたり、発展させ

たりすること」と同義であると考えた。 

「数学的な見方・考え方」を働かせられるような発問や手立て、振り返り等をすることで、児童は既習事

項を活用して新たな知識や技能、考え方を創り出し、問題解決や考えを表現することにつながると考える。

１つの解にたどり着くまでのプロセスを大切にすることで、問題解決につながるということを児童に実感さ

せたい。そしてその考えを、児童一人一人が表現できるようにするための授業づくりを検討していく。 

 

 



研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

学校教育目標 

・考える子   ・やさしい子    ・たくましい子 

仮説 

「数学的な見方・考え方」を働かせられるような授業づくりができれば、自分の考えをもち、表

現することができる児童が育つだろう。 

研究主題 

自分の考えを表現できる児童の育成 

～数学的な見方・考え方を働かせられる授業づくり～ 

研究主題に迫る具体的な手立て 

○自分の考えをもつための工夫 

（例） ・学習過程    （①課題設定の工夫 ②発問の工夫） 

  ・見通しのもたせ方（どんな既習事項が使えそうか、○Ｋマークの活用等） 

・教材・教具   （①ワークシート ②デジタル資料 ③タブレット）    

・掲示      （①シートの作成 ②教室側面等に常掲）    

・学習形態    （①ペア学習 ②グループ学習） 

 

○自分の考えを表現するための工夫 

（例） ・板書（黒板の活用） ・説明の話型指導 ・言語活動の充実 

・ワークシート    ・発表形態    ・ICT やホワイトボードの活用 

低学年の目指す児童像 

 

・教師や友達との関わりを通

して、自分の考えをもつこ

とができる子。 

・自分の考えをすすんで伝え

ることができる子。 

 

中学年の目指す児童像 

 

・教師との関わりや既習事項をも

とに、自分の考えをもつことが

できる子。 

・自分の考えを分かりやすく説明

できる子。 

・友達の考えと自分の考えを比べ

ることができる子。 

高学年の目指す児童像 

 

・既習事項をもとに、自分の考

えをもつことができる子。 

・多様な表現方法を用いて自分

の考えを説明できる子。 

・比較検討し、自らまとめを導

き出すことができる子。 


